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月

ホ
ー
ム
の
行
事

地
域
交
流
活
動

４

● 

花
祭
り
甘
茶
接
待

　
（
真
福
寺
住
職　

檀
家
の
皆
さ
ん
協
力
）

●
遠
足
（
島
内
）

●
真
福
寺
住
職
・
檀
家

●
演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

５

● 

遠
足
（
津
和
地
・
島
内
）

●
消
防
訓
練

●
ひ
ま
わ
り
会
演
芸
会

●
ひ
ま
わ
り
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

６

●
松
山
漁
協
婦
人
部
演
芸
会

●
中
島
小
学
校
交
流
会

●
演
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
中
島
小
学
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

７

●
職
場
体
験
中
学
生

●
中
島
小
学
校
三
・
四
年
生
交
流
会

●
花
火
大
会　

●
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
演
芸
会

●
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
中
島
小
学
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

８

●
姫
ケ
浜
荘
盆
踊
り
大
会

●
真
福
寺
住
職

●
中
島
中
学
生
・
北
高
生
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平
成
三
十
年
度
　
姫
ケ
浜
荘
事
業
活
動
報
告

 

平
成
三
十
一
年
一
月
〜
三
月

　
一
月
か
ら
三
月
の
間
に
新
た
に
二

名
の
方
が
姫
ケ
浜
荘
に
入
居
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
共
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

大
野
美
榮
子
さ
ん

小
田
　
幸
滿
さ
ん
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９

●
入
居
者
健
診

●
敬
老
会

●
百
歳
表
敬
訪
問

10

●
家
族
会

11

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
（
中
島
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
依
頼
）

12

●
北
高
車
椅
子
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
ク
リ
ス
マ
ス
会

●
餅
つ
き
大
会

●
北
高
生
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
す
み
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１

●
元
旦
（
雑
煮
料
理
）

２３

◎
週
間
行
事

◎
月
間
行
事

●  

内
科
医
師
回
診
（
火
曜
日
）

●
シ
ー
ツ
交
換

●
余
暇
活
動

一
月
〜
三
月
は
感
染
症
予
防
の
為
、
行
事
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん

●  

理
学
療
法
士
機
能
訓
練

●
精
神
科
医
師
回
診
（
第
二
水
曜
日
）

●
ケ
ア
プ
ラ
ン
会

お誕生者紹介　お誕生日おめでとうございます
（
一
月
生
ま
れ
）

金
脇
ク
ニ
エ
さ
ん 

九
十
一
歳

提
中
シ
ゲ
コ
さ
ん 

一
〇
〇
歳

得
能
宇
一
郎
さ
ん 

九
十
一
歳

中
村
ナ
ヲ
ヱ
さ
ん 

九
十
歳　

三
好　

芳
子
さ
ん 

九
十
三
歳

（
二
月
生
ま
れ
）

石
丸　

數
馬
さ
ん 

八
十
六
歳

大
野
美
榮
子
さ
ん 

九
十
六
歳

岡
本　

市
雄
さ
ん 

八
十
五
歳

尾
﨑　

信
男
さ
ん 

九
十
二
歳

蒲
田
ケ
イ
子
さ
ん 

八
十
八
歳

齋
藤　

幸
子
さ
ん 

七
十
六
歳

坂
本　

千
壽
さ
ん 

九
十
六
歳

西
岡　

春
江
さ
ん 

八
十
六
歳

堀
江　

モ
ト
さ
ん 

九
十
八
歳

山
根
ト
シ
エ
さ
ん 

八
十
八
歳

（
三
月
生
ま
れ
）

大
内　

絹
枝
さ
ん 

八
十
九
歳

太
田
千
代
子
さ
ん 

九
十
歳　

楠　
　

昭
美
さ
ん 

七
十
六
歳

忽
那
日
出
美
さ
ん 

八
十
八
歳

新
藤
ハ
ナ
ヨ
さ
ん 

九
十
歳　

曽
我　

豊
美
さ
ん 

八
十
六
歳

田
中　

笑
子
さ
ん 

九
十
五
歳

俊
成
ユ
キ
エ
さ
ん 

九
十
八
歳

林　

喜
十
三
さ
ん 

八
十
九
歳

古
川
マ
サ
エ
さ
ん 

八
十
九
歳

溝
田
ミ
キ
子
さ
ん 

八
十
九
歳

三
好　

幸
子
さ
ん 

八
十
歳　

森
田
喜
美
子
さ
ん 

八
十
九
歳

山
本
久
美
子
さ
ん 

七
十
一
歳

山
本
ト
メ
ヨ
さ
ん 

九
十
歳　
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　毎年、職員が主となり歌や踊りといっ
た演芸をする唯一の会。
　日頃の業務をこなしながら、練習を
重ねてきた成果を発表してくれます。
　顔見知りの職員に手を振る
利用者さん。大笑いしなが
らも、沢山声をかけてくだ
さいました。

っ

を

12/
20

　少しお神酒も頂いて、手をあわせる利用者
さん。何を願っておられるのでしょうか？
長い間、手を合わせておられました。

　今年も、真福寺様より節分供養をした豆を頂き
ました。しかし、感染予防のため節分行事を中止
にせざるを得ませんでした。
　せっかくの豆なので、ユニットの有志職員で豆
まきを行いました。利用者さんと職員の笑顔あふ
れるひとときになりました。

顔顔

クリスマス会

中島小学校
３・４年生交流会
　明るい声、満面の笑み。小学生の皆さんが
動かれるたびに、楽しそうに手をたたく利用
者さん。笑顔は連鎖していきました。

３/
11

豆 ま き

１月

２月
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　食事は楽しみの一つです。
　姫ケ浜荘では、誕生日月の利用者さんにケーキを提供しています。
生クリームがたっぷりのったケーキにとても喜ばれます。
　東館においては、昼食のご飯は各ユニットで炊き、炊き立てのご飯
を食べて頂いています。ご飯の炊ける匂いがリビングに広がり、食欲
をそそっているようです。
　デイサービスでは、バイキングを定期的に提供し、利用者さんは思
い思い好みの料理を楽しまれています。
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生きがいデイサービス

デイサービスの1日
●8：00～ 9：00　お迎え
　（ご自宅までお迎えに行きます）
●9：00～
　バイタルチェック
　（看護師による血圧、体温の測定）
　  ↓
　入浴
　（入浴の待ち時間に足湯を準備しています）
●11：00～　体操（筋力アップ・脳トレ体操）
●11：30～
　昼食（週 1回バイキングをしています）
     ↓
　休憩・自由時間
　（ホットパックやテレビを見たり、読書など）

●14：00～
　歩行訓練
　（音楽に合わせ歩きます）
　　  ↓
　レクリエーション
　（ゲームや手芸・おやつ作りなどします）
●15：00～
　体操（音楽体操）→　おやつ
●16：10～　お送り
　（ご自宅までお送りします）
●17：00～　夕食
　（希望される方には夕食も提供します）
●18：00～　お送り
　（ご自宅までお送りします）

島内にお住まいの65歳以上の皆様、
お問い合わせをお待ちしております。

●9：30頃 送迎
○○バス停・○○集会所前などご希望の場所
へ、お迎えにあがります。
●10：00～ 談話・喫茶（ふれあいセンターにて）
久々の再会で積もる話をし、皆さんストレス
解消をされています。また『健康』について
のお話・相談も行っています。　
●11：00～ 健康チェック（特老姫ケ浜荘にて）
血圧・脈を測定し、看護師による健康相談を
行っています。体のことで気になることがあ
れば、気軽にご相談下さい。
●11：30～ 昼食
栄養士による栄養バランスを整えた食事を提
供しております。

●12：30～ ホットパック（温熱治療）
ホットパックとは、肩こり・腰痛・膝痛など
慢性的な痛みに効果がある治療です。ホット
パックをしながらゆっくりと食後のひと時を
おすごし下さいませ。

●13：30～ 体操・談話
眠気覚ましの体操を行い、翌月の日取りを相
談します。

●14：00～ レクリエーション
体を使うゲーム・頭脳ゲーム・カラオケ・ド
ライブ・手芸・ショッピングなど皆様のご希
望に合わせてご用意します。

●15：00～ 送迎
ご自宅の近くまでお送りします。

　暖かい日が続き、過ごしやすい季節になってまいりました。ドライブで
お花見など外出もしていきたいと思います。今後もデイサービスをよろし
くお願い致します。

姫ケ浜荘デイサービス

お一人様利用料金
基本料・・・450円
昼食代・・・500円
　　　　　計 950円
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住宅改修の流れ

　サテライトでは節分の豆まきをしまし
た。「鬼は外！福は内！」と、大きな声
で殻つきのピーナッツをぶつけました。
　終わった後、ピーナッツをみんなで
拾って食べました。

　介護保険制度の『住宅改修』をご紹介します。住みなれた自宅で安
心・安全に生活が続けられるように、手すりの取り付けや段差解消を
必要とする場合、介護認定を受けている方は工事費用を上限20万円
とし、1割もしくは2割の自己負担で工事を行うことができます。

居宅介護支援事業所　姫ケ浜荘
TEL089－997－0777　天野、敷島

演芸をして頂き、楽しく過ごしました。

サテライトデイサービスサテライトデイサービス

①要介護認定を受ける
要支援１、２または要介護
１～５の判定を受けた方
が利用できます。

②相談する
住宅改修を希望する旨を、
ケアマネジャー等と住宅
改修施工者に相談します。

③工事前の申請をする
必要書類を揃え、ケアマネジャ
ー等や住宅改修施工者が保険者
（市町村）に申請書を提出します。

④「事前承認通知書」が
　届いたら着工する
市役所から事前承認通知書
が届いたら工事を始めます。

⑦住宅改修費の支給を
　受ける

⑤住宅改修工事完成後、
　費用の支払いをする
「償還払い方式」「受領委任払い
方式」のいずれかになります。

⑥工事後の支給申請をする
必要書類を揃え、工事が
終わったことを保険者（市
町村）に報告します。

ケアマネジャー
より

詳しい内容が知りたい方、住宅改修を考えている方はご相談下さい。

介護についての相談はぜひ姫ケ浜荘まで

手続きの流れ
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山
本
　
蓉
子
様

一
月
四
日
逝
去

　
　
九
十
才

　
ご
夫
妻
で
利
用
さ
れ
て
い
た
頃

は
、よ
く
ご
主
人
が
会
い
に
こ
ら
れ
、

と
て
も
楽
し
そ
う
に
話
を
さ
れ
て
い

た
姿
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

娘
さ
ん
が
面
会
に
こ
ら
れ
た
後
は
、

と
て
も
い
い
笑
顔
だ
っ
た
事
が
心
に

残
り
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
晩
年
は
、
声
を
出
さ
れ
る
こ
と

が
な
く
な
り
淋
し
く
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
後
、
娘
さ
ん
と
お

話
が
出
来
た
と
伺
い
、
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

（
担
当

　
俊
成
）

向
井

　
徳
義
様

一
月
三
十
日
逝
去

　
八
十
六
才

　
よ
く
タ
バ
コ
を
吸
う
職
員
と
一
緒

に
い
ろ
ん
な
話
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
お
も
に
奥
様
の
話
題
が
多
く
、

昔
の
仕
事
の
事
な
ど
伺
う
の
も
楽

し
か
っ
た
思
い
出
で
す
。
カ
ラ
オ
ケ

を
す
る
の
も
お
好
き
で
、
カ
ラ
オ
ケ

仲
間
も
お
ら
れ
ま
し
た
ね
。
歌
声

が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
、
寂
し
い
か

ぎ
り
で
す
。

　
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

（
担
当
　
丸
口
）

西
村

　
謙
一
様

二
月
二
十
五
日
逝
去

　
九
十
七
才

　
突
然
の
お
別
れ
で
、
と
て
も
驚
き

ま
し
た
。

　「
ワ
シ
の
事
し
っ
と
る
？
」
と
聞

い
て
来
ら
れ
、
知
っ
て
い
る
事
を
伝

え
る
と
、「
ほ
う
か
」
と
満
足
そ
う

に
笑
わ
れ
て
い
た
事
を
思
い
出
し

地区 世帯数 計 男 女 高齢化率
％

12月より
の増減

睦 月 128 192 84 108 86.0 ▲ 2
野忽那 59 82 42 40 ▲ 2
中島大浦 368 761 346 415

63.4

0
小 浜 233 430 200 230 1
長 師 89 308 128 180 ▲ 6
宮 野 86 164 82 82 1
神 浦 115 241 108 133 2
宇和間 66 116 49 67

59.3

▲ 1
熊 田 41 94 45 49 2
吉 木 62 132 61 71 ▲ 3
饒 41 84 38 46 0

畑 里 28 57 29 28 ▲ 1
中島粟井 56 87 35 52 ▲ 2
上怒和 62 127 58 69

70.6

0
元怒和 105 159 72 87 ▲ 3
津和地 138 234 111 123 ▲ 7
二 神 62 91 42 49 ▲ 3
合 計 1,739 3,359 1,530 1,829 66.1 ▲ 24

中
島
地
域
推
計
人
口（
人
） 

平
成
31
年
３
月
現
在

　
　
　（
注
）  

本
表
は
、
平
成
27
年
国
勢
調
査
に
お
け
る
確
定
値
を
基
に
、
そ
の
後

の
住
民
基
本
台
帳
の
出
生
、
死
亡
、
転
入
及
び
転
出
等
の
移
動
を
増

減
し
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。（
松
山
市
調
べ
）

敬
　
弔

謹
ん
で
皆
様
の
御
冥
福
を

お
祈
り
致
し
ま
す

発
行
日　

二
〇
一
九
年
四
月

発
行
所　

愛
媛
県
松
山
市
長
師

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
姫
ケ
浜
荘

電　

話
（
〇
八
九
）
九
九
七
│
〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
九
）
九
九
七
│
〇
八
九
九

編 

集 

後 

記

姫ケ浜荘HP

ブログ姫ケ浜荘

ま
す
。
ま
た
、野
菜
が
苦
手
な
の
か
、

野
菜
の
お
浸
し
な
ど
勧
め
て
も
首

を
ふ
ら
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
事
が
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
個
性

的
な
方
で
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
担
当

　
伊
賀
）

亀
田
　
重
美
様

二
月
二
十
六
日
逝
去

　
八
十
六
才

　
笑
顔
が
す
て
き
で
、
い
つ
も
ニ
コ

ニ
コ
優
し
い
方
で
し
た
。
ご
主
人
と

過
ご
さ
れ
て
い
る
時
に
は
、
毛
布
を

掛
け
て
あ
げ
た
り
、
何
か
欲
し
い
も

の
は
な
い
か
な
ど
、
気
を
使
わ
れ
て

い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

 

（
担
当

　
三
好
）

　
桜
の
開
花
が
年
々
早
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
が
、
温
暖
化

が
進
ん
で
い
る
証
拠
で
し
ょ
う
か
？

　
暖
か
く
な
る
の
は
嬉
し
い
事
で
、

身
体
も
動
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
今

年
は
ど
こ
の
桜
を
観
に
行
こ
う
か
思

案
中
で
す
。

 

生
活
相
談
員　

飯
尾
　
　
明

採
用

職　種 氏　名 採用年月日

介 護 職 中村小百合 H31年１月１日

介 護 職 西野やよい H31年１月１日

介 護 職 和泉ひろみ H31年３月１日

新任職員紹介
【
部
署
】
特
養
　
介
護
職

【
出
身
】
中
島

【
趣
味
】 

ゲ
ー
ム

　
一
月
よ
り
働
か
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。
未
経
験
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

事
を
吸
収
し
て
日
々
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
部
署
】
特
養
　
介
護
職

【
出
身
】
中
島

【
趣
味
】 

音
楽
鑑
賞

　
一
月
よ
り
入
職
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
丁
寧
な
介
護
を
心
掛

け
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
部
署
】
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養

【
出
身
】
広
島
県
呉
市

【
趣
味
】 

観
葉
植
物
を
育
て
る
事

　
三
月
よ
り
入
職
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　
す
ば
ら
し
い
環
境
の

中
、
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず

に
頑
張
り
ま
す
。

中村小百合

西野やよい

和泉ひろみ

職員の異動


